
教科 重点課題 取組 発展的取組

国語

主体的・協働的な深い学
びを通し、思考力を養う指
導の充実。「読むこと」「書
くこと」の指導の充実。

一人一台端末を用いて主体的で協働的及
び、「書くこと」の授業実戦を行う。学年ごと
に読書課題を出し、年間を通して読書に親
しむ態度を育てる。

１，２年次で小論文講座を開き、記述力向上を
目指している。一人一台端末を用いた個別最
適な学びと、協働的な学びとが融合した指導
法の模索

地歴公民

知識を暗記するだけの学
習スタイルからの脱却を
図り、能動的な学習を促
す。

教科書の知識の暗記学習にとどまらず、
グラフやイラスト、写真などの情報をもとに
話し合いを通じて、考え、発表する。

話し合うだけでなく、共有できた概念を図式化
するなどの協働的な学習を取り入れ、アクティ
ブラーニングを行う。

数学

・数学的な見方・考え方を
働かせ、ものごとを数学的
にとらえることができる資
質・能力の育成

・事象を数学的に捉え、積極的に数学を活
用し問題を解決する態度を養う
・論理的に考察し、数学的に表現・処理す
る活動を重視した授業の実施

・問題解決の過程において考察を深めたり、積
極的に改善しようとする態度を評価する。
・基礎基本の徹底に加えて、ものごとを数学的
に表現し、問題を解決することを重視した授業
の実施

理科

「探究の過程」を踏まえた
学習活動の充実

・観察、実験を授業に取り入れ、探究的な
学習姿勢を養う。
・大学入学共通テストや各大学の問題分
析を行い、授業内の演習や定期考査等の
教育活動に活用する。

・進路指導部と連携し、高大連携授業等にお
いて第一線で活躍する研究者による授業を実
施したり、大学等の探究講座や研究室見学へ
の参加を推進する。
・「探究の過程」を踏まえた授業の相互参観を
実施

保健体育

体育：生涯にわたって豊
かなスポーツライフを創造
できる知識と能力の育成。
保健：健康に関して自身で
より良い判断ができる力と
それを表現できる能力の
育成

体育：各運動種目の楽しさや、特性を理解
させる。またルールなどを理解させ見る・支
える観点からもアプローチをする。
保健：グループ学習等を取り入れ、発問に
対して話し合い、説明する時間を多く取り
入れている。

体育：多展開授業では、種目を選択させ、今ま
での学習を活用しながら、主体的に話し合い、
計画、実践などに取り組ませる授業を取り入
れている。
保健：プレゼンテーションの授業では自身の調
べた健康に関する知識を表現する機会を設け
た。

芸術

・基本的知識・技術を習得
し、感性・想像力を養う。

・自己の能力の限界などの思い込みを無く
し、新しい感性への発見を目指す。

・作品や作者の背景にあるものを探求し、理解
することで、自己の内面と向き合い、表現する
力を育成する。

英語

英語の４技能をバランスよ
く伸長させるとともに、大
学入試や多様な外部試験
に対応できる英語力を育
成する。

・ペアワーク、グループワークを取り入れた
協働して学ぶ授業の実施。
・多様な言語活動（リテリング、スピーチ、
インタビューテスト、ディスカッション等）を
通して、論理的で実践的な英語表現力の
育成。

・英語によるスピーチコンテストやディベート大
会への参加。
・AIやICTツールを活用したライティング・ス
ピーキング練習の実施する。
・外部英語検定試験(英検準１級や２級、ケン
ブリッジ英検、TEAP)に対応した発展的な講習
を展開する。

家庭

自立した生活者に必要と
される知識・技能の習得し
ていく。また、学んだことを
生かし、生活をよりよいも
のに改善していける人材、
社会に貢献できる人材の
育成を目指す。

自ら課題を設定し取り組んだり、互いに教
えあうなどのグループワークなど家庭科な
らではの多様な学びの機会を設定する。

学んだことを自分の家庭生活と結びつけ、自ら
考え、課題を解決していく力をつけるために、
ホームプロジェクトや学校家庭クラブ活動に取
り組ませる。

情報

未来社会を生き抜くため
に必要な資質・能力を育
成することを目標とする。
情報活用能力や問題解決
能力、コミュニケーション
能力などを身につけ、情
報化社会を生き抜く力を
育む。

生徒が自ら課題を設定し、情報を収集、分
析し、解決策を提案する能力の育成を目
指し探究型学習を導入する。ICTを活用
し、学習意欲を高め、多様な学びの機会を
提供する。さらに地域の人々や企業と連携
し、社会とのつながりを実感させる。

・高大連携事業への参加を推進する。
・外部連携型講座を計画し生徒の興味、関心
の高い魅力ある講座を実施する。
・総合型選抜を見据えて情報発信力を高め
る。
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